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第 52 プロジェクト

「XML 技術を利用した高度情報処理の基礎研究」

b．「正規表現のあいまいさ除去戦略の効率的実現」 研究期間：2010.4~2013.3

代 表 者：奥居 哲

研究協力者：鈴木 大郎

d．「XML/RDF/オントロジーを使った知識・語彙の交換・再利用システムの方法」

研究期間：2010.4~2013.3

代 表 者：年岡 晃一

共同研究者：鈴木 裕利

e．「XML ライクなデータ表現とアスペクト指向プログラミングの研究」

研究期間：2010.4~2013.3

代 表 者：前田 和昭

研究協力者：竹下 亨

研究協力者：福田 浩章

奥居 哲 年岡 晃一

（情報工学科准教授） （情報工学科教授）

鈴木 裕利 前田 和昭

（情報工学科准教授） （経営情報学科教授）

平成 23 年度中部大学情報科学研究所プロジェクトの紹介

ことと同等である。このようにきわめて限定

された情報しか獲得できない中で、さらに、

時々刻々と変わる環境に対応することを目指

したシミュレーション研究である。本研究で

は、GNP 型マルチエージェントモデルに対し

て、「中性ノード」とよばれる学習自由度を拡

張する手法を提案するとともに、動的環境に

頑健な Profit Sharing強化関数を提案してい

る点である。

本モデルでは，下層のエージェントは学習

型 GNP に中性ノードの概念を導入し，柔軟性

を持たせた学習器を使用する．そして，強化

学習の 1つである Profit Sharing を用いて各

ノード間のネットワークの学習を行う．

Profit Sharing にて使用する報酬配分関数

（強化関数）Qは式(1)の通りである．

なお、従来の研究では式(2)に示す関数を等比

減少型関数(1/x 型)として与えるが、本研究

では式(2)を与えることを提案する。これによ

り、以下に示す行動獲得の必要世代数の減少

を実現した。

L 字型クランク経路にランダムな障害物を

配置し、スタート地点からゴー口点を学習す

る問題として、3 種類行った。まず、障害物

率 5%,10%,15%において左 L字クランクにおい

て一度学習が完了してから、環境を最終的に

右 L 字クランクへと変化させる問題を考える。

このとき変化幅を 1 セルから 120 セルまでと

して実験を行った。すると図１に示すように

少なくとも移動幅 10 セル程度まではすぐさ

ま環境に適応することを発見した。

次に、同じ障害物率の障害物配置を変化さ

せながら動的追従を観測したところ、驚くべ

きことにわずか 1世代で適応することが分

図 1:環境の動的変化への必要世代数の変化

かった。

最後に、障害物率 5%にて学習させた後に、

障害物率を 10%にまで増やして動的適応度を

測定したところ図２に示すように素早く適応

していることが分かった。

図２：障害物率の変化に対応した L 字クラ

ンク問題での適応必要世代数の変化。L 字を

左右 2種類行い実験

以上を踏まえると、今回我々が開発した目

隠しモードでの行動学習規則の獲得において、

静的にも動的も対応できることを示すことに

成功した。

3.今後の課題

次年度では、動的行動学習シミュレーショ

ンの結果に加え、動的視点制御技術や行動表

現技術を加えあわせた統合モデル構築めざし

ていく。
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第 53 プロジェクト

「画像センシング技法と画像認識の基礎研究」

b．「画像からの形状復元と動き解析・情報認識の応用に関する研究」

研究期間：2010.4~2013.3

代 表 者：岩堀 祐之

共同研究者：藤吉 弘亘

研究協力者：福井 真二

研究協力者：河中 治樹

c．「画像認識に基づく複数ロボットの適応的な協調動作の研究」

研究期間：2010.4~2013.3

代 表 者：長坂 保典

共同研究者：藤吉 弘亘

岩堀 祐之 藤吉 弘亘

(情報工学科教授) （情報工学科教授）

長坂 保典

（電子情報工学科准教授）

平成 23 年度中部大学情報科学研究所プロジェクトの紹介
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平成 23 年度中部大学情報科学研究所プロジェクトの紹介

第 54 プロジェクト

「社会環境情報システム構築のための基礎技術に関する研究」

a．「人の動線トラッキング法の高度化に関する研究」 研究期間：2010.4~2013.3

代 表 者：川島 信

研究協力者：小林郁太郎

研究協力者：松下 正彦

b．「テキストマイニングのための効果的なデータ収集方法に関する提案」

研究期間：2010.4~2012.3

代 表 者：鈴木 裕利

研究協力者：石井 成郎

c．「小形アンテナを用いた電磁界共振結合によるワイヤレス電力伝送技術の実用的研究」

研究期間：2010.4~2013.3

代 表 者：常川 光一

川島 信 常川 光一

（情報工学科教授） (情報工学科教授)

鈴木 裕利

（情報工学科准教授）
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平成 23 年度中部大学情報科学研究所プロジェクトの紹介

第 55 プロジェクト

「刺激起因生体多変量および腫瘍細胞にみられるパターン等の解析」

a．「各種刺激に起因するストレスの多面的解析」 研究期間：2011.4~2013.3

代 表 者：足達 義則

b．「大腸癌進行状況確認システムの開発」 研究期間：2011.4~2014.3

代 表 者：岡崎 明彦

研究協力者：長嶺 共全

研究協力者：小野 謙三

c．「小型動物脳による環境適応型モータ制御技術の開発」 研究期間：2011.4~2014.3

代 表 者：平田 豊

足達 義則 岡崎 明彦

(経営情報学科教授) （情報工学科教授）

平田 豊

（情報工学科教授）
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平成 23 年度中部大学情報科学研究所プロジェクトの紹介

第 57 プロジェクト

「数理科学の基礎研究」

a．「漸化式を用いる不完全ガンマ関数 の数値計算法の誤差解析」

研究期間：2010.4~2013.3

代 表 者：吉田 年雄

研究協力者：杉浦 洋

b．「球面調和関数を用いたコロナ磁場と太陽風三次元構造の研究」

研究期間：2010.4~2013.3

代 表 者：袴田 和幸

研究協力者：藤木 謙一

c．「時間軸を意識した 3DVR空間における行動情報解析とその特徴空間抽出」

研究期間：2009.4~2012.3

代 表 者：高丸 尚教

d．「4 次元超立方体におけるパーコレーション問題のシミュレーションと厳密解」

研究期間：2011.4~2013.3

代 表 者：宮島 佐介

吉田 年雄 袴田 和幸

（情報工学科教授） (理学教室教授)

高丸 尚教 宮島 佐介

（情報工学科准教授） (理学教室教授)

平成 23 年度は､ここに紹介されている 5 つの研究プロジェクトが推進される予定である｡(田中良幸)

),( x


